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2009年10 月2日
関経連経済調査部

生産、輸出に持ち直しの動きがみられ、また消費の一部に経済対策の効果が
現れている。一方、雇用情勢は悪化が続いており、消費も全体としては弱い動き
が続いている。企業の設備投資計画も減少。

全体として、底入れの兆しはあるものの、厳しい情勢が続いており、先行きはま
だ不透明。
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～政府・日銀の景気判断～

2008年7月 ⇘ 減速している。 ⇘ 引き続き高水準にあるが、足もとは減速
がはっきりしてきている ⇘ さらに減速している。 ⇒ 景気回復は足踏み状態にあるが、このと

ころ一部に弱い動きが見られる。

2008年8月 ⇒ 減速している。 ⇒ 引き続き高水準にあるが、減速がはっき
りしてきている ⇘ 停滞している。 ⇘ このところ弱含んでいる。

2008年9月 ⇒ 減速している。 ⇒
なお高水準を保っているものの、はっき
りとした減速が続いている。 ⇒ 停滞している。 ⇒ このところ弱含んでいる。

2008年10月 ⇘ 停滞している。 ⇘ 高水準を保ちつつも、下降局面にある。 ⇒ 停滞している。 ⇘ 弱まっている。

2008年11月 ⇒ 停滞している。 ⇒ 高水準を保ちつつも、下降局面にある。 ⇘ 停滞色が強まっている。 ⇘ 弱まっている。さらに下押し圧力が急速
に高まっている。

2008年12月 ⇘ 停滞色を強めている。 ⇘ 急速に下降している。 ⇘ 悪化している。 ⇘ 悪化している。

2009年1月 ⇘ 悪化している。 ⇒ 急速に下降している。 ⇘ 大幅に悪化している。 ⇘ 急速に悪化している。

2009年2月 ⇘ 大幅に悪化している。 ⇒ 急速に下降している。 ⇒ 大幅に悪化している。 ⇘ 急速な悪化が続いており、厳しい状況に
ある。

2009 3 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 急速な悪化が続いており、厳しい状況に
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○日銀大阪支店は９月の景況判断を「なお厳しい状況にあるが、下げ止まっている」とした（８月から改善）。

「輸出は、世界的な金融危機の影響から大きく落ち込んだ後、持ち直している。生産も、なお低水準ながら、持ち直している。
一方、設備投資は、企業収益が大幅に悪化したもとで、減少している。個人消費も、一部に政策効果がみられるものの、
雇用者所得が減少する中、弱めの動きが続いている。この間、公共投資は増加している。 」とした。

2009年3月 ⇒ 大幅に悪化している。 ⇒ 急速に下降している。 ⇒ 大幅に悪化している。 ⇒ 急速な悪化が続いており、厳しい状況に
ある。

2009年4月 ⇘ 大幅に悪化しており、厳しい状況にあ
る。 ⇒ 急速に下降している。 ⇒ 大幅に悪化している。 ⇒ 急速な悪化が続いており、厳しい状況に

ある。

2009年5月 ⇒ 大幅に悪化しており、厳しい状況にあ
る。 ⇗ 引き続き下降しているが、その度合いは

緩やかになっている。 ⇗ わが国の景気は悪化を続けているが、輸
出や生産は下げ止まりつつある ⇗

景気は、厳しい状況にあるものの、この
ところ悪化のテンポが緩やかになってい
る。

2009年6月 ⇗ 厳しい状況にあるが、悪化のテンポは和
らいできている。 ⇗ 輸出と生産の持ち直し等から、下げ止ま

りつつある。 ⇗ 大幅に悪化したあと、下げ止まりつつあ
る。 ⇗ 厳しい状況にあるものの、一部に持ち直

しの動きが見られる。

2009年7月 ⇗ なお厳しい状況にあるが、下げ止まりつ
つある。 ⇗ 輸出と生産の持ち直し等から、下げ止

まっている。 ⇗ わが国の景気は下げ止まっている。 ⇗ 厳しい状況にあるものの、このところ持
ち直しの動きがみられる。

2009年8月 ⇒ なお厳しい状況にあるが、下げ止まりつ
つある。 ⇒ 輸出と生産の持ち直し等から、下げ止

まっている。 ⇒ わが国の景気は下げ止まっている。 ⇒ 厳しい状況にあるものの、このところ持
ち直しの動きがみられる。

2009年9月 ⇗ なお厳しい状況にあるが、下げ止まって
いる。 ⇗ 東海３県の景気は、持ち直しつつある。 ⇗ わが国の景気は持ち直しに転じつつあ

る。 ⇒
失業率が過去最高水準となるなど厳しい
状況にあるものの、このところ持ち直し
の動きがみられる。



～日銀短観～
業況判断DIの推移・業種規模別内訳(09年9 月結果まで) 設備投資額(前年度比、%)

全国 近畿

07年度 08年度
09年度
(計画)

07年度 08年度
09年度
(計画)

全産業 3.6 ▲ 6.4 ▲ 17.3 15.3 ▲ 1.6 ▲ 12.5
大企業 4.9 ▲ 6.6 ▲ 10.8 17.2 ▲ 3.6 ▲ 10.7
中小企業 2.1 ▲ 9.8 ▲ 33.3 ▲ 5.3 ▲ 0.1 ▲ 28.3

製造業 2.9 ▲ 7.4 ▲ 28.8 12.0 ▲ 6.5 ▲ 25.9
大企業 4.6 ▲ 7.2 ▲ 25.6 12.8 ▲ 6.3 ▲ 24.7
中小企業 ▲ 3.5 ▲ 7.7 ▲ 39.7 ▲ 5.4 ▲ 17.6 ▲ 45.9

非製造業 4.0 ▲ 5.8 ▲ 11.0 19.1 3.5 0.3
大企業 5.0 ▲ 6.2 ▲ 2.2 22.4 ▲ 0.7 3.5
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○近畿の業況判断DI（09年9月結果まで）
・近畿の業況判断DIの9月結果は全産業▲42と、6月(▲50)から改善。大企業製造業が足下・先行きともに大きく改善。
特に化学、石油・石炭製品の足下が大幅に改善。中小企業は足下・先行きとも厳しい見方が続く。

・全国は、全産業▲38と前回6月(▲45)から改善。大企業製造業が足下・先行きとも大幅に改善。

出所：日本銀行 資料

出所：日本銀行 資料

○09年度の設備投資額について

・近畿の09年度設備投資額は、前年度比▲12.5.％と減少。
ただし6月調査から+0.3％上方修正。製造業は下方修正
だが、非製造業で前回調査比+2.0%の上方修正。

・業種別では、製造業は前年度比▲25.9%と大きく
減少するが、非製造業については、全国で2ケタ減とな
る中、+0.3%の増加。

大企業 5.0 ▲ 6.2 ▲ 2.2 22.4 ▲ 0.7 3.5
中小企業 5.1 ▲ 10.8 ▲ 30.1 ▲ 5.3 11.4 ▲ 19.6

全国 近畿

2009年
6月 9月

先行き
12月

2009年
6月 9月

先行き
12月

全産業 ▲ 45 ▲ 38 ▲ 34 ▲ 50 ▲ 42 ▲ 36
大企業 ▲ 39 ▲ 28 ▲ 19 ▲ 42 ▲ 28 ▲ 21
中小企業 ▲ 49 ▲ 43 ▲ 41 ▲ 55 ▲ 52 ▲ 48

製造業 ▲ 55 ▲ 43 ▲ 35 ▲ 58 ▲ 46 ▲ 36
大企業 ▲ 48 ▲ 33 ▲ 21 ▲ 47 ▲ 31 ▲ 19
中小企業 ▲ 57 ▲ 52 ▲ 44 ▲ 67 ▲ 61 ▲ 52

非製造業 ▲ 39 ▲ 33 ▲ 33 ▲ 42 ▲ 38 ▲ 36
大企業 ▲ 29 ▲ 24 ▲ 17 ▲ 35 ▲ 24 ▲ 25
中小企業 ▲ 44 ▲ 39 ▲ 40 ▲ 45 ▲ 45 ▲ 43



～生産～
鉱工業指数の推移（前月比 近畿 09年7月確報まで） 鉱工業指数の推移（前月比 全国 09年8月速報まで）
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・近畿の7月（確報）の鉱工業生産指数は、86.1。前月比+4.2％と２カ月ぶりの上昇。
出荷は前月比＋3.0％と５カ月連続の上昇。在庫は、前月比▲1.8％と２カ月ぶりの低下。総じてみれば”持ち直しの動き”。
上昇に寄与したのは、一般機械工業+22.3%、化学工業（除医薬品）+10.4%、金属製品工業+11.5 %等。品目別にみると、
ガスタービン、橋りょう、ポリプロピレンの順に上昇に寄与。低下したのは電子部品・デバイス▲12.1% 等。

・全国の8月（速報）の鉱工業生産指数は、前月比＋1.8%と6カ月連続の上昇。持ち直しの動きで推移している。
自動車の生産が増加したことから、輸送機械工業、鉄鋼業等が増加。プラズマテレビの伸びから、情報通信機械等も増加。
出荷は、前月比＋1.0%と6カ月連続の上昇、 在庫は前月比±0.0 %と横ばい。
製造工業生産予測調査によると、9月、10月とも上昇の見込み。

3

業種別鉱工業
生産指数
（前月比、%）

＊網掛は、生産が
前月比プラスの業種

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

（出所）近畿経済産業局

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

（出所）経済産業省

全体 鉄鋼 金属製品 一般機械 電気機械

情報通信 電子部品

輸送機械 化学

食料品

機械 デバイス たばこ

近畿4月 4.9 5.4 ▲ 3.9 3.5 5.9 ▲ 11.2 9.6 8.6 10.5 3.6
近畿5月 0.7 6.6 9.6 ▲ 4.6 2.5 2.3 7.0 1.7 ▲ 3.6 ▲ 2.6
近畿6月 ▲ 0.1 8.1 ▲ 3.3 ▲ 20.6 5.8 5.4 20.8 3.9 0.7 1.6
近畿7月 4.2 6.0 11.5 22.3 3.7 0.2 ▲ 12.1 3.5 5.3 ▲ 1.1
全国8月 1.8 8.4 ▲ 0.9 2.7 0.7 5.9 3.3 2.2



～生産～

産業用大口電力需要（対前年伸び率・09年8月まで） 大口電力産業別実績（対前年伸び率・09年8月まで）

（出所）関西電力
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・関西を業種別にみると、主要11業種のうち、「石油・ 石炭製品」
以外の10業種で前年比マイナスとなった。

・関西の大口電力実績は、前年比▲10.7％と10カ月連続で 前年
実績を下回った。前月（▲12.9%）からマイナス幅は縮小。
全国は▲14.1％で前月（▲16.3%）からマイナス幅 が縮小。

（出所）電気事業連合会

＊網掛は、前月からマイナス幅
が縮小した業種

（出所）電気事業連合会
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食料品 繊維 パルプ・紙 石油・石炭 化学 ゴム製品 窯業・土石 鉄鋼 非鉄金属 機械製造計

6月 1.0 ▲ 20.7 ▲ 5.7 1.4 ▲ 10.6 ▲ 15.2 ▲ 11.3 ▲ 40.7 ▲ 22.3 ▲ 8.6

7月 ▲ 2.4 ▲ 19.5 ▲ 9.3 65.4 ▲ 8.6 ▲ 17.2 ▲ 8.1 ▲ 31.9 ▲ 25.2 ▲ 10.3

8月 ▲ 3.9 ▲ 18.6 ▲ 6.0 29.0 ▲ 9.1 ▲ 13.8 ▲ 4.2 ▲ 27.5 ▲ 22.9 ▲ 7.1



～輸出～
輸出金額・前年同月比増減率推移（09年8月速報まで） 地域別輸出金額前年同月比推移・内容比較
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○近畿の月次の輸出動向（09年8月速報まで）

・09年8月の近畿の輸出額は、前年同月比▲30.4%と11カ月連続
のマイナス。前月（ ▲31.6% ）からマイナス幅は若干縮小。

・地域別では、アジア▲25.0%、中国▲19.6%、EU▲40.4%、
米国▲41.2%。米国向けのみ、マイナス幅が拡大。

・商品別では、鉄鋼、建設用・鉱山用機械、鉱物性燃料、半導
体等電子部 品等の品目が減少。増加したのは、通信機（電話
機の部分品）。アジア向け通信機、中国向け半導体電子部品
が堅調に推移。

・数量を表す貿易指数(全国8月)は、前年同月比▲25.3%と、
前月（▲27.6％）からマイナス幅は縮小。

出所：財務省税関(全国)、大阪税関(近畿) 資料
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-60

-40

-20

08/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 09/1 2 3 4 5 6 7 8

商品名 5月 6月 7月 8月
全体 ▲ 32.7 ⇗ ▲ 29.7 ➘ ▲ 31.6 ⇗ ▲ 30.4

  食料品 ▲ 12.8 ➘ ▲ 16.1 ⇗ ▲ 11.4 ➘ ▲ 20.0

  原料品 ▲ 18.6 ➘ ▲ 33.1 ⇗ ▲ 24.3 ➘ ▲ 29.8

  鉱物性燃料 ▲ 61.1 ➘ ▲ 67.2 ⇗ ▲ 63.8 ⇗ ▲ 60.3

  化学製品 ▲ 28.5 ⇗ ▲ 20.6 ⇗ ▲ 17.5 ➘ ▲ 21.2

  原料別製品 ▲ 36.7 ⇗ ▲ 32.4 ➘ ▲ 36.7 ➘ ▲ 39.5

  一般機械 ▲ 40.9 ➘ ▲ 43.0 ➘ ▲ 46.1 ⇗ ▲ 39.1

　電気機器 ▲ 23.6 ⇗ ▲ 16.3 ➘ ▲ 19.0 ➘ ▲ 20.4

  輸送用機器 ▲ 46.9 ⇗ ▲ 46.0 ⇗ ▲ 42.9 ⇗ ▲ 41.3

  その他 ▲ 26.3 ⇗ ▲ 22.5 ➘ ▲ 28.4 ➘ ▲ 23.2

近畿



～輸入～
輸入金額・前年同月比増減率推移（09年8月速報まで） 地域別輸入金額増減前年同月比推移・内容比較
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○近畿の月次の輸入動向（09年8月速報まで）

・09年8月の近畿の輸入額は前年同月比▲31.0%と10カ月連続の
マイナス。前月(▲30.2%)からマイナス幅は若干拡大。

・地域別では、アジア▲25.0％、EU▲15.2%、中国▲20.0%、
米国▲34.3%。

・商品別では原油及び粗油、天然ガス及び製造ガス、非鉄金属、
石炭等が減少に寄与。原油及び粗油、天然ガス及び製造ガス
については、価格下落の影響が大きい。

・数量を表す貿易指数(全国8月)は、前年同月比▲12.8%と前月
（▲ 14.9 ％）からマイナス幅は縮小。

出所：財務省税関(全国)、大阪税関(近畿) 資料
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商品名 5月 6月 7月 8月

全体 ▲ 40.0 ⇗ ▲ 36.7 ⇗ ▲ 30.2 ➘ ▲ 31.0

  食料品 ▲ 20.3 ⇗ ▲ 13.4 ⇗ ▲ 12.0 ➘ ▲ 24.3

  原料品 ▲ 45.2 ➘ ▲ 47.8 ➘ ▲ 54.9 ⇗ ▲ 42.4

  鉱物性燃料 ▲ 66.1 ➘ ▲ 67.2 ⇗ ▲ 43.3 ➘ ▲ 55.0

  化学製品 ▲ 24.4 ⇗ ▲ 21.7 ⇗ ▲ 14.5 ⇗ ▲ 6.9

  原料別製品 ▲ 50.1 ⇗ ▲ 48.1 ⇗ ▲ 47.0 ⇗ ▲ 45.4

  一般機械 ▲ 46.1 ⇗ ▲ 31.0 ➘ ▲ 43.4 ⇗ ▲ 37.0

  電気機器 ▲ 26.9 ⇗ ▲ 22.0 ⇗ ▲ 20.5 ⇗ ▲ 16.8

  輸送用機器 ▲ 34.8 ➘ ▲ 36.6 ⇗ ▲ 27.4 ⇗ ▲ 12.8

  その他 ▲ 21.2 ⇗ ▲ 15.2 ⇗ ▲ 10.3 ⇗ ▲ 6.4

近畿



～個人消費～
大型小売店売上高（前年同月比・09年7月まで） 消費者態度指数（09年8月まで）

・8月の消費動向調査によると、近畿の消費者態度指数は
39.4と、前年同月比＋8.6、4カ月連続の上昇。

【参考】景気ウオッチャー調査(現状判断DI 09年8月まで)
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・近畿の09年7月の大型小売店売上高（既存店ベース）は
前年比▲9.3%と16カ月連続のマイナス。前月（▲6.6%）
からマイナス幅は拡大。天候不順やクリアランスセール
前倒しの反動、単価下落などが影響。

・百貨店は、前年同月比▲13.2 %（全国▲11.8%）と16カ
月連続のマイナス。商品別にみると、生鮮食品、惣菜等
が不調だった「飲食料品」、宝飾・貴金属などの高額品、
化粧品等が不調だった「その他の商品」等全ての品目が
前年を下回った。「衣料品」(▲18.1%)、「家庭用電気機
械器具」(▲16.9%) 等の減少幅が大きい。

・スーパーは同▲6.1%（全国▲6.0%）と8カ月連続のマイ
ナス。畜産品、惣菜等が不調だった「飲食料品」、スー
ツ等が不調だった「婦人・子供服・洋品」、等全ての品
目が前年を下回った。「衣料品」(▲13.2%)、「家具」
(▲25.4%)、「家庭用電気機械器具」(▲21.7%) 等の減少
幅が大きい。

（出所）近畿経済産業局

・8月の近畿の現状判断DIは41.7で、前月(44.5)から▲2.8の悪化。
全国は前月比▲0.7の41.7で、8カ月ぶりの低下。

・DI低下の要因は、天候不順や新型インフルエンザ流行による
旅行関連の売上不振、夏物衣料の売上不振等。雇用関連は上昇。

・近畿の先行き判断DIは45.2で、前月比▲2.3。全国は同
▲0.9の44.0。新型インフルエンザの流行拡大、企業部門
での販売価格引下げ圧力等が影響。

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

01 02 03 04 05 06 07 08 09

近畿 全国



～個人消費～

新車登録台数（前年同月比・09年7月まで） 消費者物価指数（前年同月比・09年8月まで）
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・近畿の09年7月の近畿の新車登録台数は、前年同月比▲2.0%
と12カ月連続のマイナスであるが、前月（▲11.4%）からマイ
ナス幅は大幅に縮小。全国は▲2.8%.

・車種別では、普通車が前年同月比+1.1%、小型車が＋4.4%と、
ともに12カ月ぶりに前年を上回った。減税の効果が大きく表
れている。減税対象車の少ない軽四車（▲13.7%）のみ、8カ月
連続で前年を下回った。

・近畿の09年8月の消費者物価指数は前年同月比▲1.9％。
・全国は▲2.2%で、71年以降最大の下落率を更新した前月
から横ばい。前月比では＋0.3％。 食料（酒を除く）及び
エネルギーを除く総合指数は、前月比+0.1％、前年同月比
▲0.9%。

・交通・通信、光熱・水道、教養娯楽、家具・家事用品など
が下落に 寄与している。昨年の原油価格高騰が影響。

【参考－家電販売額】
・近畿の09年7月の家電販売額は前年同月比▲5.1%と、3カ月ぶりに前年を下回った。
・商品別では、カラーテレビ+32.0%、DVD+7.3%等が前年を上回った。
マイナスだったのは、エアコン▲30.0%、携帯電話▲22.2%、パソコン周辺機器▲13.5%、等。 (出所)GfKジャパン）

（出所）近畿経済産業局
（出所）総務省
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～住宅投資～

新規住宅着工戸数（近畿・09年8月まで） 新規住宅着工戸数（全国・09年8月まで）
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・近畿の新設住宅着工件数を見ると、8月は前年同月比
▲ 39.1 %と9カ月連続の減少。前月(▲ 27.5 %)からマイナ
ス幅は拡大。

・利用関係別の8月の対前年同月比は、持家▲22.0％、貸家
▲39.9％、分譲▲50.5％。分譲のうち、マンションが
▲73.7%、一戸建て住宅が▲23.8%。引き続き分譲マン
ションの減少率が高い。

・全国の新設住宅着工件数を見ると、8月は▲38.3%と8
カ月連続の減少。7月からマイナス幅が拡大。

・利用関係別の8月の対前年同月比は、持家▲20.0％、
貸家▲42.2％、分譲▲53.5％。分譲のうち、マンショ
ンが▲71.7%、一戸建て住宅が▲24.3%。

【参考－近畿のマンション市場】
・近畿の09年8月の契約率は68.4%と前月(63.8%)から増加。ただし好不調の目安となる70%を下回り、厳しい
状況が続く。在庫は8月末時点で5,354戸と高水準ではあるものの前月から減少。

（出所）国土交通省資料

（出所）不動産経済研究所資料
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～設備投資～
2009年度 関西地域設備投資動向 【参考】機械受注統計の推移(前月比 全国 09年7月実績まで)

2008年度 実績 2009年度 計画

業種
関西 全国 関西 全国

増減率 増減率 増減率 増減率

全産業 1.7 ▲ 7.2 ▲ 5.1 ▲ 10.6

製造業 10.7 ▲ 10.4 ▲ 1.3 ▲ 22.0

食品 ▲ 36.4 ▲ 11.3 ▲ 19.8 3.7

繊維 36.7 ▲ 10.8 33.7 ▲ 53.1

紙・パルプ ▲ 0.8 ▲ 37.6 ▲ 47.1 ▲ 38.2

化学 13.5 ▲ 11.0 ▲ 21.3 ▲ 11.2

石油 29.2 7.2 183.6 42.0

窯業・土石 87.2 13.8 ▲ 48.0 ▲ 32.3

鉄鋼 ▲ 59.5 10.3 ▲ 12.5 ▲ 0.7

非鉄金属 ▲ 27.7 ▲ 6.0 ▲ 5.5 ▲ 36.6
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○機械受注統計の動向（民需 除く船電 09年7月実績まで）
・09年7月の「船舶・電力を除く民需」の機械受注額は6,647億円で、

前月比▲9.3％。先月3ヶ月ぶりに増加（＋9.7%）した後、再び減少。
受注額は比較可能な1987年以来、最低額。

・ 製造業は前月比▲20.4%の2,237億円、非製造業（除く船舶・ 電力）
は同 ▲2.8%の4,396億円となった。

・製造業は非鉄金属の大型案件等で急上昇した６月の反動もあるが、
その他にも輸送機械工業（▲50.1%）、鉄鋼業（▲36.5%)、一般機械
（▲32.0%）等８業種で減少。
増加したのは石油・石炭製品(+51.2%)、紙・パルプ工業(+37.8%)、
精密機械(+32.5%)、窯業・土石(+15.3%)等7業種。

○日本政策投資銀行関西支店が8月4日発表した「2009年度
関西地域設備投資動向」によると、

・関西地域の2009年度設備投資計画は、全産業で▲5.1％と
3年ぶりに減少に転じた。製造業が前年比▲1.3％で7年ぶ
りの減少、非製造業が▲8.9％と2年連続の減少。

・製造業は幅広い業種で減少となったが、薄型ディスプレ
イ、電池産業の集積で高水準の投資が継続されており、
全国他８地域で大幅2ケタ減少となる中、小幅減少に止
まっている。

（出所）内閣府

（出所）日本政策投資銀行関西支店

非鉄金属 ▲ 27.7 ▲ 6.0 ▲ 5.5 ▲ 36.6

一般機械 56.1 3.6 ▲ 30.4 ▲ 23.3

電気機械 1.3 ▲ 31.4 38.4 ▲ 27.2

精密機械 ▲ 30.2 ▲ 23.2 ▲ 41.8 ▲ 51.6

輸送用機械 2.3 ▲ 7.7 ▲ 9.6 ▲ 34.1

非製造業 ▲ 3.3 ▲ 5.5 ▲ 8.9 ▲ 1.2
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～公共事業～
公共工事動向（前年同月比 請負金額・09年8月まで） 株式・為替相場の動き（期中平均値・09年9月まで）

～株式・為替相場～
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・09年8月の近畿の公共工事請負額は、前年同月比▲3.4％と 6カ月
ぶりに減少し、810億円となった。

・受注社者別では、府県・その他公共団体で大幅増となったものの、
独立行政法人等で半減、市町村、国からの受注額が減少。

・府県別では、県からの受注が増加した和歌山（+20.4%）、奈良(+10.4%）、
兵庫(＋2.2%）で増加。京都(▲18.4%)は前年の大型工事の反動で減少。
大阪 （▲6.6％）は、府で倍増、国で著増となったものの、独法等の前
年の大型工事（関空2期空港島等）の反動により全体では減少。

・主な工事は、大阪北道路上馬伏地区連続函渠その他工事、等。

・9月の日経平均株価(期中平均)は 10302.87円で、8月より
127.48円の下落。2カ月連続で期中平均が1万円台となった。

・9月の対ドル円相場(期中平均)は91.49円で、8月より3.4円の
円高。対ユーロ円相場は132.8 円で、8月より2.6円の円高で
あった。

（出所）西日本建設業保証 （出所）日本経済新聞社
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～倒産～
倒産件数・前年同月比の推移（07年1月～09年8月） 近畿の倒産件数と負債総額の推移
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・09年8月の近畿の倒産件数は305件（前年同月比+12.1%）
と、今年4回目の300件超。

・近畿の負債総額は前月比▲29.5%の437億円で、今年最少。
・全国は1,042件（前年同月比+6.5%）、負債総額は2753億

円。

09年7月以降の近畿の大型倒産

（出所）帝国データバンク

・資本金1000万円以下の企業が83.6%、負債総額1億円未満が
72.1%を占めるなど、小規模零細倒産が多発。
金融機関の融資姿勢の緩和、経済対策により大型倒産は減
少したが、景気対策の枠外にある企業や、改正貸金業法の
完全施行を控えて零細企業の資金需要に応じ難い環境がで
きつつあることなどが原因と推測される。

・不要不急の消費を控える傾向が顕著で、業種別では繊維、食
品関連の卸・小売や、飲食店などのサービス業の倒産が前年
同月比で大幅に増加。

(億円)

07年1月 7月 08年1月 7月 09年1月 09年7月

7月 なつ運送 大阪元・重量物運搬 197
8月 ㈱ビッグジョン 大阪不動産代理・仲介 60

㈱関西マルキン 兵庫和菓子・和菓子原料卸 40
三交海産物㈱ 兵庫鰹節加工卸 40
㈱元家 大阪内装工事 12
オーシャンホームズ㈱ 兵庫戸建住宅建築工事 11

07年1月 7月 08年1月 7月 09年1月 09年7月



～雇用～
有効求人倍率の推移（09年8月まで） 完全失業率の推移（原数値、09年8月まで）

（出所）総務省
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（出所）政府統計
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地域別有効求人倍率（09年8月：下段は前月比）

・09年8月の近畿の有効求人倍率は0.44倍、前月比▲0.01の悪化。
63年以降の最低値は99年4～5月の0.36。

・全国は0.42倍で、過去最低水準を更新した前月から横ばい。北関東、
南関東、四国で前月から悪化。

・09年8月の近畿の完全失業率（原数値）は6.7%で、
前月(6.3%) から悪化。全国は5.4％で前月から横ばい。

・全国8月の季節調整値は5.5%で、過去最低を更新した
前月(5.7%)から改善。失業率の改善は7カ月ぶり。

・83年以降、失業率の最悪の値は、近畿7.1%(02年
7－9月期)、全国5.5%(02年4－6月期、03年1－3月
期、4－6月期)。

（出所）政府統計

全国 北海道 東北 南関東 北関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州

0.42 0.34 0.33 0.45 0.38 0.46 0.44 0.44 0.53 0.52 0.37
0.00 0.01 0.00▲ 0.01▲ 0.01 0.00 0.01▲ 0.01 0.00▲ 0.02 0.00

非正規労働者の雇止め状況（09年9月報告）08年10月～09年12月まで

合計 派遣
契約（期間
工等）

請負 その他

期間満了 127,412 70,212 41,672 8,352 7,176
解雇・中途解除 96,740 61,796 11,126 9,077 14,741
不明 14,600 9,611 1,623 1,446 1,920
合計 238,752 141,619 54,421 18,875 23,837

①愛知県 40,117 18.5%
②長野県 10,450 4.8%
③静岡県 9,666 4.5%
④東京都 9,468 4.4%
⑤三重県 8,812 4.1%

近畿 21,079 9.7%
滋賀県 5,856 2.7%
京都府 3,434 1.6%
大阪府 4,742 2.2%
兵庫県 4,360 2.0%
奈良県 1,824 0.8%
和歌山県 863 0.4%

都道府県別集計：多い順


